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穴
吹
工
務
店
の
概
要

穴
吹
工
務
店
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

穴
吹
工
務
店
は
、
地
方
都
市
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン

開
発
に
強
み
を
持
つ
建
設
会
社（
ゼ
ネ
コ
ン
）で
す
。

九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
全
国
各
地
で
自
社
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
る
サ
ー
パ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
を
開
発
、
販
売

し
て
い
ま
す
。
本
拠
地
は
香
川
県
高
松
市
。
２

０
０
６
年
度
の
年
商
は
、
単
体
で
１,
４
１
４
億

円
。
２
０
０
６
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
発
売
戸
数
は
、

大
京
、
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
に
次
い
で
、

全
国
第
三
位
で
す（
※
）
。

通
常
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
建
設

会
社
が
協
同
し
て
作
り
ま
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
、

用
地
選
定
、
企
画
、
販
売
を
行
い
、
建
設
会
社

が
実
際
の
施
工
を
行
う
と
い
う
分
担
と
な
り
ま

す
。
一
方
、
穴
吹
工
務
店
は
、
用
地
選
定
、
企
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かつては「マンションの

着工予定日」ひとつ取っても

現場部門、安全管理部門、

財務部門が異なる日付をデータベースに

記入していました。

なぜ異なっていたかというと…

穴吹工務店は、全国マンション供給数第三位の大手だが、都会での知名度は

高くない。なぜなら穴吹工務店は地方重視の会社だからである。穴吹工務店

情報システム部 十鳥正一氏（写真中央）と、穴吹システムズ 井坂正浩氏（写真右）、

植松章氏（写真左）に、同社の業態と情報活用の工夫について詳しく聞いた。

GUEST SPEAKER

株式会社穴吹工務店
情報システム部次長

十鳥 正一 氏
Masakazu Jutori

株式会社穴吹システムズ
システムソリューション事業部
部長代理

井坂 正浩 氏
Masahiro Isaka

株式会社穴吹システムズ
システムソリューション事業部
システム開発第2グループ
マネージャー

植松 章 氏
Akira Uematsu

（取材日：2007年9月）

※（株）不動産経済研究所の発表に拠る



か
な
仕
様
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
を
、
市
街
地
に
建

て
て
分
譲
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
穴
吹
工
務
店
は
、
人
口
３
万
〜
50
万

ぐ
ら
い
の
地
方
小
都
市
、
中
規
模
都
市
が
主
な

エ
リ
ア
で
す
。

こ
の「
地
方
重
視
の
姿
勢
」に
つ
い
て
、
様
々
な

視
点
か
ら
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
て
み
ま
す
。

1「
普
通
の
生
活
者
の
た
め
の
マ
ン
シ
ョ
ン
」

穴
吹
工
務
店
の
主
な
お
客
様
は
、
地
方
都
市

の
30
代
半
ば
の
、
普
通
の
収
入
を
得
て
い
る
、
普

通
の
生
活
者
で
す
。
サ
ー
パ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
普

通
の
生
活
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
よ
い
意

味
で
の「
普
通
の
マ
ン
シ
ョ
ン
」で
す
。

｠2「
地
方
で
な
ら
実
需
に
合
っ
た
無
理
の
な
い

企
画
が
で
き
る
」

地
方
都
市
は
、
大
都
市
に
比
べ
、
市
場
の
変
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画
、
設
計
、
施
工
、
販
売
、
管
理
、
ア
フ
タ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
ま
で
す
べ
て
の
工
程
を
単
独
で
行
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
ゼ
ネ
コ
ン
を
兼

ね
た
業
態
は
異
色
だ
と
思
い
ま
す
。

特
色
そ
の
１

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
を
得
意
と
す
る

穴
吹
工
務
店
の
業
態
の
特
色
を
さ
ら
に
詳
し

く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

穴
吹
工
務
店
の
特
色
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
を

得
意
と
す
る
」、「
地
方
を
重
視
す
る
点
が
普
通

の
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
会
社
と
違
う
」、「
だ
か
ら
お

客
様
に
と
っ
て
安
心
し
て
住
め
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を

提
供
で
き
る
」
と
い
う
３
つ
の
視
点
か
ら
説
明
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

順
々
に
お
聞
き
し
ま
す
。
視
点
そ
の
１「
マ
ン

シ
ョ
ン
開
発
を
得
意
と
す
る
」と
は
。

穴
吹
工
務
店
は
年
商
１,
４
１
４
億
円
の
ゼ
ネ

コ
ン
で
す
。
こ
の
規
模
の
ゼ
ネ
コ
ン
は
、
道
路
づ
く

り
、
橋
づ
く
り
な
ど
の
土
木
工
事
か
ら
、
ビ
ル
や

施
設
の
建
設
ま
で
オ
ー
ル
・
ラ
ウ
ン
ド
で
仕
事
を

こ
な
す
の
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
穴
吹
工
務
店

は
、
創
業
者
の
強
い
思
い
に
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
開

発
に
強
み
を
持
つ
建
設
会
社
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
度
売
上
１,
４
１
４
億
円
の
内
訳

は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
86
・
３
％（
１,
２
２
１

億
円
）、
請
負
事
業
そ
の
他
が
13
・
６
％（
１
９
３

億
円
）で
す
。
実
に
、
８
割
以
上
の
売
上
を
マ
ン

シ
ョ
ン
分
譲
か
ら
得
て
い
ま
す
。

特
色
そ
の
２

地
方
を
重
視
す
る
点
が
普
通
の

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
会
社
と
違
う

視
点
そ
の
２「
地
方
を
重
視
す
る
点
が
普
通
の

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
会
社
と
違
う
」
と
は
具
体
的
に

は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
と「
都
会
的
な
住
空
間
」と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
東
京
や
大
阪
な

ど
大
都
市
で
は
、
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
、
華
や
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穴吹工務店はマンション開発を得意と
する異色のゼネコン

「地方のお客様を重視しています」井坂氏



こ
の
Ａ
Ｔ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
、
お
客
様
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。
お
客
様
側
の
言
葉
で
表
現

す
れ
ば
、「
穴
吹
工
務
店
な
ら
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
て
も
逃
げ
な
い（
逃
げ
ら
れ
な
い
）」
と
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
客
様
も
安
心
し
て
ご
紹

介
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
穴
吹

工
務
店
は
、
紹
介
成
約
４
割
と
い
う
数
字
を
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
前
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
強
度
偽
装

の
問
題
が
世
を
騒
が
せ
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
販

売
会
社
、
施
工
会
社
、
設
計
者
が
、
互
い
に
責

任
を
な
す
り
つ
け
合
い
、
お
客
様
か
ら
逃
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
穴
吹
工
務
店

の
サ
ー
パ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
起
き
ま
せ
ん（
※
）
。

Ａ
Ｔ
Ｄ
を
支
え
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

理
想
像
と
は

穴
吹
工
務
店
の
マ
ン
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
お
け
る
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
役
割
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
企
画
、
設
計
、
施
工
、
管
理
を

一
貫
し
て
行
う
Ａ
Ｔ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
。
我
々
は
Ａ
Ｔ

Ｄ
を
使
っ
て
、
２
０
０
６
年
度
全
国
で
４,
６
８
９

戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
ま
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｄ
を
ス

ム
ー
ズ
に
実
現
し
、
そ
の
進
捗
を
高
松
本
社
で

的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

充
実
が
重
要
で
す
。

穴
吹
工
務
店
に
お
け
る
、
マ
ン
シ
ョ
ン
づ
く
り

に
必
要
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要
は
以
下
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

1「
マ
ス
タ
ー
の
基
本
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
物
件
そ
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動
が
少
な
く
、
購
入
者
の
ニ
ー
ズ
が
読
み
や
す
い

場
所
で
す
。
市
場
の
変
動
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

は
、「
過
去
の
デ
ー
タ
が
現
在
も
使
え
る
。
デ
ー

タ
に
基
づ
く
市
場
調
査
が
有
効
に
な
る
」こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
市
場
の
実
情
を
把
握
し
、
実
需

に
合
っ
た
無
理
の
な
い
企
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。

｠
｠

3「
工
事
は
現
地
の
工
務
店
に
発
注
」

穴
吹
工
務
店
は
ゼ
ネ
コ
ン
で
す
か
ら
、
実
際
の

工
事
は
協
力
会
社
に
発
注
し
ま
す
。
地
方
都
市

で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
、
原
則
と
し
て
、
地
元

の
工
務
店
に
工
事
を
発
注
し
ま
す
。

｠4「
社
員
も
地
方
に
密
着
さ
せ
る
」

穴
吹
工
務
店
で
は
、
社
員
を
地
方
に
転
勤
さ

せ
る
時
も
、
原
則
と
し
て
単
身
赴
任
を
認
め
ま

せ
ん
。
社
員
は
、
家
族
同
伴
で
現
地
に
住
み
、

生
き
た
生
活
情
報
を
収
集
し
ま
す
。
そ
の
土
地

特
有
の
生
活
ニ
ー
ズ
を
生
活
者
視
点
か
ら
把
握

で
き
ま
す
。

サ
ー
パ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
が
紹
介
成
約

４
割
で
あ
る
、
そ
の
理
由

視
点
そ
の
３「
だ
か
ら
お
客
様
に
と
っ
て
安
心

し
て
住
め
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
」と
は
。

サ
ー
パ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
の
成
約
経
路
は
、
４
割
が

「
す
で
に
入
居
し
て
い
る
お
客
様
か
ら
の
紹
介
」で

す
。
ま
た
、
前
述
し
た
と
お
り
、
穴
吹
工
務
店

は
、
用
地
選
定
、
企
画
、
設
計
、
施
工
、
販
売
、

管
理
、
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
ま
で
す
べ
て
の
工
程

を
一
貫
し
て
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
Ａ
Ｔ
Ｄ（
ア
ナ

ブ
キ
・
ト
ー
タ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）シ
ス
テ
ム

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
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※サーパスマンションは、すべて規定の耐震強度をクリアしています。

サーパスマンションの施工風景



ト
ラ
ブ
ル
情
報
な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

将
来
の
マ
ン
シ
ョ
ン
企
画
に
役
立
て
る
た
め
の「
入

居
者
の
ナ
マ
の
声
情
報
」も
追
加
さ
れ
ま
す
。

3「
同
じ
デ
ー
タ
で
も
用
途
、
呼
び
名
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
る
」

あ
る
お
客
様
の
情
報
は
、
営
業
段
階
で
は「
見

込
み
客
情
報
」と
し
て
販
売
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

登
録
さ
れ
、
主
に
営
業
部
が
活
用
し
ま
す
。
し
か

し
、
ご
成
約
い
た
だ
い
た
後
は
、
そ
の
お
客
様
の
情

報
は
、「
入
居
者
情
報
」と
な
り
、
主
に
ア
フ
タ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
部
門
が
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

販
売
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
間
で
、お
客
様
情
報
を
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
渡
し
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

4「
年
間
６,
０
０
０
戸
を
着
実
に
施
工
す
る
た

め
の
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

サ
ー
パ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
の
年
間
着
工
数
は
約

６,
０
０
０
戸
で
す
。
年
間
６,
０
０
０
戸
の
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
を
滞
り
な
く
終
え
る
た
め
に
は
、
施
工

作
業
に
、
無
理
、
無
駄
、
し
わ
寄
せ
な
ど
が
生
じ

ぬ
よ
う
、
年
間
を
通
じ
て
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
仕
事

が
流
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
国
６,
０
０
０

戸
分
の
仕
事
の
流
れ
を
、
高
松
本
社
で
全
体
把

握
す
る
に
は
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
重
要
で
す
。

以
上
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
必
要
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
理
想
像
で
す
が
、
か
つ
て
は
理
想
像
か

ら
か
な
り
か
け
離
れ
て
い
ま
し
た
。
各
部
門
ご
と

に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
が

乱
立
し
、
デ
ー
タ
定
義
も
部
門
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ

で
、
全
体
整
合
性
を
欠
い
て
い
ま
し
た
。
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の
も
の
」

穴
吹
工
務
店
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

マ
ス
タ
ー
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
そ
れ
自
体
を
キ
ー
と
す

る
、
物
件
起
点
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。
マ
ス
タ

ー
を
構
成
す
る
主
な
情
報
は
、
名
称
、
所
在
地
、

土
地
の
情
報（
広
さ
、
容
積
率
、
価
格
）、
住
戸

情
報（
ど
う
い
う
タ
イ
プ
の
住
戸
が
何
戸
あ
る
か
）

な
ど
で
す
。
あ
る
都
市
に
マ
ン
シ
ョ
ン
Ａ
を
建
て

る
こ
と
が
決
定
し
た
場
合
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
マ

ス
タ
ー
に
マ
ン
シ
ョ
ン
Ａ
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

2「
進
捗
や
段
階
に
応
じ
て
、
マ
ス
タ
ー
に
必
要

な
情
報
が
加
わ
る
」

マ
ン
シ
ョ
ン
Ａ
の
開
発
計
画
が
進
む
に
つ
れ
、
マ

ン
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
情
報
が
次
々
と
追
加

さ
れ
ま
す
。
施
工
段
階
に
お
い
て
は
工
事
原
価

の
情
報
が
、
営
業
段
階
に
お
い
て
は
見
込
み
客

情
報
が
、
分
譲
後
は
入
居
者
情
報
、
管
理
情
報
、
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「同じ言葉でも部門ごとに定義が違います」植松氏



「
社
内
各
部
門
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
一
元
化
す
る
た
め
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
と
は

具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
解
決
を
図

っ
た
の
で
す
か
。

各
部
門
間
の
デ
ー
タ
定
義
の
違
い
を
解
消
す

る
た
め
に
、各
部
門
に
乱
立
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
統
一
定
義
し
た
マ
ス
タ
ー
を
提
供
す
る
た
め

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
社
内
各
部
門
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
一
元
化
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

を
構
築
し
ま
し
た
。

各
部
門
に
あ
る
数
十
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
そ
れ

自
体
」を
一
つ
に
統
合
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
数
十
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を「
仮
想
的
に
」一
つ
に
ま
と
め
る
よ
う
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
追
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
あ
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
使
い
続
け
れ
ば
良
い
。

た
だ
し
、
検
索
や
抽
出
な
ど
を
正
し
く
効
率
的

に
行
え
る
よ
う
、
す
べ
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
共

通
の
キ
ー
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考

え
た
の
で
す
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

「
Ａ
Ｔ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
一
貫
開
発
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
沿
っ
た
情
報
の
流
れ
を
実
現
す
る
」
と
い
う

理
想
像
に
、
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

ア
シ
ス
ト
へ
の
評
価

穴
吹
工
務
店
で
は
、
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
以
外
に
も
ア

シ
ス
ト
製
品
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。

ア
シ
ス
ト
か
ら
は
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

以
外
に
も
、Perform

ance
Insight

（
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理
ツ
ー
ル
）、
Ｊ
Ｐ
１

（
統
合
運
用
管
理
ツ
ー
ル
）、
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

（
Ｗ
ｅ
ｂ
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ツ
ー
ル
）を
導
入
し
て

い
ま
す
。

ア
シ
ス
ト
へ
の
評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ア
シ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
技
術
力
、
ア
フ
タ
ー
・

サ
ー
ビ
ス
力
、
提
案
力
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

第
一
に
技
術
力
。
ア
シ
ス
ト
は
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
に

つ
い
て
知
識
が
深
い
。
メ
モ
リ
ー
管
理
な
ど
の
中

で
も
難
易
度
の
高
い
質
問
を
し
て
も
、
ほ
ぼ
即
答

で
返
事
が
返
っ
て
く
る
。
頼
り
に
な
り
ま
す
。

第
二
に
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
力
。
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ

ｅ
に
つ
い
て
の
深
い
知
識
を
基
に
、
使
い
こ
な
し

に
役
立
つ
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま

す
。
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
の
新
機
能
を
利
用
す
る
か
ど

う
か
相
談
し
た
時
に
も「
こ
の
新
機
能
は
ま
だ
使
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「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
着
工
予
定
日
」が

部
門
ご
と
に
違
っ
て
い
た

「
デ
ー
タ
定
義
も
部
門
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
で
、

全
体
整
合
性
を
欠
い
て
い
ま
し
た
」
と
は
具
体
的

に
は
。

具
体
例
と
し
て「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
着
工
予
定
日
」

の
項
目
を
使
っ
て
説
明
し
ま
す
。
か
つ
て
は
現
場

部
門
、
安
全
管
理
部
門
、
財
務
部
門
が
、「
マ
ン

シ
ョ
ン
の
着
工
予
定
日
」と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
項

目
に
別
々
の
日
付
を
記
入
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
現
場
部
門
に
と
っ
て
、
着
工
予
定
日
と
は

「
工
事
開
始
予
定
日
」の
こ
と
で
す
。
工
事
開
始

予
定
日
と
は
、
人
が
現
場
に
入
っ
て
作
業
を
開

始
す
る
、
そ
の
初
日
の
こ
と
で
す
。
普
通
の
感

覚
で
は
、
こ
の
日
を
着
工
予
定
日
と
す
る
の
が

自
然
で
す
。

し
か
し
、
安
全
管
理
部
門
に
と
っ
て
は
、
着
工

予
定
日
と
は
、「
重
機
搬
入
日
」
を
指
し
ま
す
。

重
機
と
は
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
機
械
類
、
道
具

類
を
指
し
ま
す
。
安
全
管
理
部
門
の
感
覚
で
は

「
人
が
作
業
を
始
め
て
い
な
く
て
も
、
道
具
が
入

っ
て
い
れ
ば
、事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

し
た
が
っ
て
重
機
搬
入
日
を
着
工
予
定
日
と
す

る
べ
き
」と
な
り
ま
す（
※
）
。

さ
ら
に
財
務
部
門
に
と
っ
て
の「
着
工
予
定
日
」

は
、「
着
工
決
裁
予
定
日
」。
つ
ま
り
、「
工
事
を

始
め
て
良
い
か
と
い
う
伺
い
書
類
に
対
し
、
工
事

を
始
め
て
良
い
と
決
裁
す
る（
ハ
ン
コ
を
押
す
）予

定
日
」の
こ
と
で
す
。
こ
の
解
釈
は
利
益
計
算
を

行
う
管
理
会
計
の
視
点
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
あ

る
工
事
に
お
い
て
、
着
工
決
裁
予
定
日
か
ら
完

工
予
定
日
ま
で
を
工
事
予
定
期
間
と
見
な
し
ま

す
。
そ
の
期
間
中
に
生
じ
た
費
用
を
工
事
原
価

と
見
な
し
、
そ
の
工
事
原
価
を
基
に
、
そ
の
工
事

の
利
益
率
を
算
出
す
る
わ
け
で
す
。
こ
の
た
め

財
務
部
門
に
と
っ
て
は
、
着
工
予
定
日
は
、
着
工

決
裁
予
定
日
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
着
工
予
定
日
」
と
い
う
一
見
、

単
純
な
言
葉
一
つ
で
も
、
部
門
ご
と
に
定
義
が

違
い
ま
し
た
。
穴
吹
工
務
店
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

マ
ス
タ
ー
を
統
合
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の「
部
門

ご
と
の
言
葉
の
定
義
の
違
い
を
ど
う
克
服
す
る

か
」が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
ア
シ
ス
ト
か
ら
購
入
し
た
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
を

用
い
、
解
決
を
図
り
ま
し
た
。
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※労働災害に関する法律に基づいて考える場合でも、重機搬入日を着工予定日とするのが妥当です。



今
後
の
期
待

今
後
の
ア
シ
ス
ト
へ
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

今
回
、
ア
シ
ス
ト
の
支
援
を
通
じ
、
穴
吹
工
務

店
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
統
合
は
大
き
く
前
進
し
ま
し

た
。
ご
支
援
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
シ

ス
ト
に
は
、
今
後
も
、
今
の
軽
快
さ
、
深
い
知

識
、
技
術
力
、
提
案
力
、
ユ
ー
ザ
・
サ
イ
ド
に
立

っ
た
価
値
観
を
通
じ
て
、
穴
吹
工
務
店
の
情
報

活
用
の
進
化
お
よ
び
深
化
を
ご
支
援
い
た
だ
く

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
ア
シ
ス
ト
は
独
自
の
価

値
観
を
持
っ
た
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
ビ

ル
・
ト
ッ
テ
ン
社
長
に
は
、
個
人
的
に
興
味
を
持

っ
て
い
ま
す
。
お
も
し
ろ
い
人
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
ま
す
。
良
い
関
係
を
続

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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わ
な
い
方
が
い
い
」
と
い
う
的
確
な
情
報
を
教
え

て
く
れ
る
。
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
の
味
方
で
は
な
く
、
穴

吹
工
務
店
の
味
方
を
し
て
く
れ
ま
す
。

最
後
に
提
案
力
。
２
０
０
７
年
に
、
ア
シ
ス
ト

か
ら
、Perform

ance
Insight

と
い
う
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ

ｌ
ｅ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理
ツ
ー
ル
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
監
視
は
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ

の
導
入
当
初
か
ら
課
題
項
目
と
し
て
挙
が
っ
て
い

ま
し
た
が
、
多
額
の
追
加
投
資
が
必
要
な
た
め

足
踏
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
ア
シ
ス
ト
の
提
案
は
、

追
加
費
用
を
５
年
間
の
ト
ー
タ
ル
・
コ
ス
ト
の
視

点
か
ら
見
た
も
の
で
、
追
加
投
資
に
対
す
る
イ

ン
パ
ク
ト
の
非
常
に
小
さ
い
も
の
で
し
た
。
コ
ス

ト
を
抑
え
、
か
つ
保
守
サ
ー
ビ
ス
・
レ
ベ
ル
を
向

上
で
き
る
ユ
ー
ザ
側
の
立
場
に
立
っ
た
良
い
提
案

で
し
た
。

個
人
的
に
は
、
重
厚
長
大
な
シ
ス
テ
ム
会
社
よ

り
も
、
ア
シ
ス
ト
の
よ
う
な
身
軽
な
会
社
の
方
が

つ
き
合
い
や
す
く
感
じ
ま
す
。
重
厚
長
大
な
会
社

は
表
面
的
に
は
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

そ
の
よ
う
な
会
社
で
は
、
社
内
で
管
理
コ
ス
ト
が

膨
大
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
管
理
コ
ス
ト
は
、

ど
こ
か
で
価
格
に
転
嫁
さ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

大
き
な
シ
ス
テ
ム
会
社
か
ら
買
お
う
と
、
ア
シ

ス
ト
か
ら
買
お
う
と
、
ど
こ
か
ら
買
っ
て
も
Ｏ
ｒ

ａ
ｃ
ｌ
ｅ
は
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
。
製
品
自
体
は
同
じ
で

す
。
同
じ
製
品
を
買
う
の
な
ら
、
身
軽
で
、
知

識
が
深
く
、
か
つ
営
業
マ
ン
の
目
が
輝
い
て
い
る

会
社
か
ら
買
う
方
が
良
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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「ビル・トッテンさん、おもしろいですね」十鳥氏

※記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
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創
業
以
来
１
０
０
年
以
上

受
け
継
が
れ
て
き
た
穴
吹
工
務
店
様
の

「
顧
客
か
ら
の
信
頼
」。

こ
の
信
頼
を
支
え
続
け
る

一
つ
の「
柱
」
と
し
て

新
た
な
歴
史
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
よ
う
我
々
は
走
り
続
け
ま
す
。

穴吹工務店様　支援メンバー

現在、穴吹工務店様で
ご利用いただいている製品、サービス

■リレーショナルDB

■Webレポーティング・ツール

■パフォーマンス管理ツール

■統合運用管理ツール

■帳票開発支援ソフトウェア

■各種保守サポート


